
02日本を守るための活動とは？
「国家防衛戦略」等に基づく陸上自衛隊の取り組み
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フィリピン カンボジア

平素からの取り組み

平素から警戒・監視網を広範囲にわたり継続的に構築するとともに、日本及び日本周辺における様々な兆候を察知します。

サイバー攻撃等の兆候を察知対海上脅威への警戒・監視 対空脅威への警戒・監視

警戒・監視

グレーゾーンの事態においては、関係部外機関と連携して必要な対処を実施するとともに、事態の深刻化に備え、部隊展開や防御準備を
行います。

グレーゾーン事態への対応

迅速な部隊展開 関係部外機関との連携 防御準備

平素から南西地域に部隊を配置するとともに、あらゆる事態に対応するため、訓練を行います。

抑止力の強化のための取り組み

部隊展開訓練部隊の受入れ基盤（駐屯地）の整備 展開地における実動訓練

平素から同盟・同志国との共同訓練を実施するとともに、これらの国 と々の関係を強化します。

同盟・同志国との連携

豪陸軍との共同訓練米陸軍との共同訓練 比海兵隊との共同訓練

日本に対する侵攻への対応

いち早く、そして遠方で侵攻を阻止するために、相手の脅威圏外からのスタンド・オフ・ミサイルを発揮し、相手を撃破します。加えて、海空
自衛隊や米軍との統合・共同作戦により、各種の火力を発揮して侵攻を阻止します。

侵攻の阻止

統合対艦攻撃 統合防空ミサイル防衛 対機甲戦闘

さまざまな脅威からの国民や重要施設等の防護
侵攻の阻止と同時に、侵攻地域のみならず、さまざまな脅威から国民や重要施設等を防護し、国民の生命・身体・財産と日本の領域を断
固として守り抜きます。

重要施設等の防護 住民の避難支援 武力攻撃災害への対処



03今後は、どのような活動が必要になる？
「国家防衛戦略」等に基づく陸上自衛隊の取り組み －陸上防衛力の強化（中期的な取り組み）－
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陸上防衛力強化の４つのポイント

❶ 領域横断作戦能力の強化
従来の陸・海・空領域に、宇宙・サイバー・電磁波領域を加えた6つの領域の相乗効果を引き続き強化します。あわせて、認知領域を含む情報戦
に対処します。

領域横断作戦能力の強化

迅速かつ分散した
機動展開能力の強化

スタンド・オフ
防衛能力の強化

持続性・強靱性の強化

サイバー領域において防衛省・自衛隊のサイバー能力強化に寄与するため人材育成基盤を強化するとともに陸上自衛隊の防護能力を
強化します。また、電磁波領域における電子戦能力、宇宙領域においては衛星を活用する能力を強化します。

サイバー・電磁波・宇宙領域の強化

通信学校を「システム通信
・サイバー学校」に改編 対空電子戦部隊の新編

衛星コンステレーション
のサービス利用

各領域を横断する能力として、情報収集能力、統合での対艦・対地攻撃能力、統合での防空ミサイル防衛能力、水陸両用作戦能力等を強
化します。

各領域を横断する作戦能力の強化

認知領域を含む情報戦に対処し、ＡＩの活用等により、意思決定の優越を確保します。

認知領域を含む情報戦への対応

１２式地対艦誘導弾能力向上型 水陸両用作戦能力の強化

イメージ イメージ

多用途無人機部隊の新編

イメージ

地下指揮所

❷ スタンド・オフ防衛能力の強化
相手脅威圏外（スタンド・オフ）からの攻撃が可能な長距離精密火力を即時に指向できる態勢を確立し、抑止力・対処力の中核を構成します。

❸ 迅速かつ分散した機動展開能力の強化
情勢の緊迫に伴い迅速に部隊等を展開し得るよう、機動展開能力を強化します。

❹ 持続性・強靱性の強化
後方支援体制の整備や機能を充実させるとともに、防衛施設を強化することにより、作戦を継続する能力を強化します。

南西地域に補給処支処を新編 那覇・福岡病院の機能強化

相手の脅威圏内

遠距離の目標情報収集能力
の強化

将来指揮統制システムの整備

システムネットワークの強化

12式地対艦誘導弾
（能力向上型）の整備

極超音速誘導弾
の整備

高速滑空弾
（能力向上型）の整備

長射程火力の強化

目標観測弾の整備

後方支援基盤の強化 病院の機能強化

必要十分な数量の誘導弾等の保有

施設の強靱化 弾薬・誘導弾等の整備

主要司令部等の地下化

相手の脅威圏外からの
長距離精密火力

システムネットワーク

目標情報の収集

航空自衛隊との連携 共同の部隊として海上輸送部隊を新編

空路による迅速な機動 病院の機能強化

コンテナの集積

輸送所要の軽減 輸送所要の軽減

弾薬の事前集積

小型級
輸送船舶

機動舟艇中型級
輸送船舶

輸送力の強化
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陸上自衛隊は米陸軍と米海兵隊の間において、強固なカウンターパート関係を構築し、日米陸軍種間の連携を一層強化していきます。 ガルーダ・シールド（Garuda Shield）：米国および尼国　　における日米尼共同訓練
令和4年8月、陸自として初となるインドネシア陸軍と
の実動訓練を実施し、日米インドネシア陸軍種間の連
携を強化しました。

日米比ハイレベル懇談
令和4年12月、日米比陸軍種によるハイレベル懇談を
初めて一堂に会して実施し、同盟国である米国および
日本と戦略的共通点を有するフィリピンとの連携を強
化しました。

中央レベル

地域レベル太平洋レベル

日米双方の新たな戦略等に基づく取り組みを逐次取り入れつつ、戦略対話・運用研究／指揮所演習・共同訓練を有機的に連携させ、日米共同
対処態勢を抜本的に強化していきます。さらに、日米同盟を基軸とした同志国等との連携の強化にも積極的に取り組んでいきます。

戦略対話等に基づく関係強化

日米共同訓練の進化
陸上自衛隊の領域横断作戦と米陸軍のMDO※１・米海兵隊のEABO※２を踏まえた実行動による連携要領の具体化により、共同対処能力を向上
させるとともに、これらの成果を積み上げ、日米共同方面隊指揮所演習（ＹＳ）において融合させ、総合的な能力向上を図っていきます。

日米同盟を基軸とした同志国等との連携の強化

オリエント・シールド（Orient Shield） レゾリュート・ドラゴン（Resolute Dragon）

ヤマサクラ（Yama Sakura）：国内における日米共同指揮所演習

※1 Multi Domain Operations:多領域作戦　※2 Expeditionary Advanced Based Operations:機動展開前進基地作戦

陸自
領域横断作戦

OS
オリエント
シールド

RD
レゾリュート
ドラゴン

YS
日米共同方面隊
指揮所演習

米陸軍
MDO

米海兵隊
EABO

日米同盟にはどんな意味がある？
「国家防衛戦略」等に基づく陸上自衛隊の取り組み －日米同盟による抑止力・対処力強化－

米陸軍参謀総長との懇談 米海兵隊総司令官との懇談

米太平洋陸軍司令官との懇談 在日米陸軍司令官との懇談

米陸軍との緊密な調整

日米尼による指揮機関訓練

日米比陸軍種5者懇談 日米比陸軍種トップによる共同記者会見

機動展開

健軍 朝霞 東千歳

地上戦闘日米共同射撃

運用研究／指揮所演習

戦略対話

日米同盟の
強化

日米同盟を基軸とした
同志国等との連携の強化
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日米尼による空挺降下
（グアム島～スマトラ島）

共同記者会見による戦略的発信

会議による相互理解の深化

共同訓練への高官視察

共同訓練における連携

※3

※3 尼：インドネシア

共同訓練



05米国以外との協力関係は？
「国家防衛戦略」等に基づく陸上自衛隊の取り組み －同盟国・同志国等との連携の強化－
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共同訓練

国際任務要員派遣

能力構築支援等

ハイレベル交流

多国間

多国間

多国間

● ブリュネ・タカモリ

● 豪州における実動訓練

【特殊作戦群による訓練】
● 米国における実動訓練

● ヤマサクラ

● 豪州における実動訓練

● オリエント・シールド ● ヴィジラント・アイルズ ● ダルマ・ガーディアン ● カーン・クエスト ● ノース・ウインド ● サザン・ジャッカル－ ● ブリュネ・タカモリ

● カマンタグ ● タリスマン・セイバー ● アイアン・フィスト ● レゾリュート・ドラゴン ● ライジング・サンダー ● 米国における実動訓練● スーパー・ガルーダ・シールド

共同訓練共同訓練 国際任務要員派遣

● 国連本部への幕僚派遣

● MFO司令部要員派遣

● 派遣海賊対処行動支援隊

● UNMISS司令部要員派遣

国際任務要員派遣

● 軍楽隊育成 ● HA/DR（捜索救助・衛生）

● 国連TPP（医療） ● 国連TPP（施設）

能力構築支援等能力構築支援等国際任務要員派遣

ハイレベル懇談、共同訓練、能力構築支援等により、米・豪・印、ASEAN諸国、英・仏・独をはじめとする欧州諸国、太平洋島嶼国等との多角的・
多層的な防衛協力を推進していきます。
ハイレベル懇談、共同訓練、能力構築支援等により、米・豪・印、ASEAN諸国、英・仏・独をはじめとする欧州諸国、太平洋島嶼国等との多角的・
多層的な防衛協力を推進していきます。

● カザフスタン
   地上軍総司令官

● 印陸軍参謀長

● 派遣海賊対処行動
   支援隊(DGPE)

● UNMISS司令部
   要員派遣

● 英陸軍参謀長

● 仏陸軍参謀長

● 独陸軍総監

● 韓陸軍参謀総長

● 国連本部

● ライジング・サンダー

● 米インド太平洋陸軍司令官
● 米インド太平洋海兵隊司令官

米インド太平洋軍

● 米陸軍参謀総長
● 米海兵隊総司令官

米国参謀本部

● ダルマ・ガーディアン

● タリスマン・セイバー
多国間

● サザン・ジャッカルー

● 豪陸軍本部長

● カマンダグ

能力構築支援等

衛生
HA/DR
衛生
HA/DR
HA/DR
HA/DR（ODA連携）
施設、車両整備
国連TPP（施設）

フィジー
ASEAN
カザフスタン
ラオス
マレーシア
フィリピン
東ティモール
ケニア

軍楽隊育成、衛生
衛生、PKO（施設）
HA/DR、PKO
PKO（施設）
HA/DR（ODA連携）、国連TPP（施設）
施設、施設機械整備
国連TPP（医療）

パプアニューギニア
モンゴル
ベトナム
カンボジア
インドネシア
シブチ
ウガンダ

● NATO本部

● MFO司令部
   要員派遣

●  比陸軍司令官
● 比海兵隊司令官

● カーン・クエスト

● タイ海兵隊司令官

● 越人民軍副総参謀長
● 尼陸軍参謀長

● スーパー・ガルーダ・シールド

● カンボジア陸軍
   司令官

※長方形・正方形の国旗は、縦横比を全て2：3に統一しています。

● 水陸両用指揮官シンポジウム

● ヴィジラント・アイルズ

● 日米比ハイレベル懇談

● アイアン・フィスト
● オリエント・シールド
● レゾリュート・ドラゴン
● ノース・ウィンド

● 在日米陸軍司令官
● ⅢMEF司令官

在日米軍

多国間

● ヤマサクラ

※HA/DR : Humanitarian Assistance / Disaster Relief（人道支援／災害救援活動）

多国間

多国間

多国間

多国間

ハイレベル懇談、共同訓練、能力構築支援等により、米・豪・印、ASEAN諸国、英・仏・独をはじめとする欧州諸国、太平洋島嶼国等との多角的・
多層的な防衛協力を推進していきます。

● カザフスタン
   地上軍総司令官

● 印陸軍参謀長

● 派遣海賊対処行動
   支援隊(DGPE)

● UNMISS司令部
   要員派遣

● 英陸軍参謀長

● 仏陸軍参謀長

● 独陸軍総監

● 韓陸軍参謀総長

● 国連本部

● ライジング・サンダー

● 米インド太平洋陸軍司令官
● 米インド太平洋海兵隊司令官

米インド太平洋軍

● 米陸軍参謀総長
● 米海兵隊総司令官

米国参謀本部

● ダルマ・ガーディアン

● タリスマン・セイバー

● サザン・ジャッカルー

● 豪陸軍本部長

● カマンダグ

● NATO本部

● MFO司令部
   要員派遣

●  比陸軍司令官
● 比海兵隊司令官

● カーン・クエスト

● タイ海兵隊司令官

● 越人民軍副総参謀長

● 尼陸軍参謀長

● スーパー・ガルーダ・
   シールド

● カンボジア陸軍
   司令官

※長方形・正方形の国旗は、縦横比を全て2：3に統一しています。

● 水陸両用指揮官シンポジウム

● ヴィジラント・アイルズ

● 日米比ハイレベル懇談

● アイアン・フィスト
● オリエント・シールド
● レゾリュート・ドラゴン
● ノース・ウィンド

● 在日米陸軍司令官
● ⅢMEF司令官

在日米軍

多国間

● ヤマサクラ

能力構築支援等

衛生
HA/DR
衛生
HA/DR
HA/DR
HA/DR（ODA連携）
施設、車両整備
国連TPP（施設）

フィジー
ASEAN
カザフスタン
ラオス
マレーシア
フィリピン
東ティモール
ケニア

軍楽隊育成、衛生
衛生、PKO（施設）
HA/DR、PKO
PKO（施設）
HA/DR（ODA連携）、国連TPP（施設）
施設、施設機械整備
国連TPP（医療）

パプアニューギニア
モンゴル
ベトナム
カンボジア
インドネシア
シブチ
ウガンダ

※HA/DR : Humanitarian Assistance / Disaster Relief（人道支援／災害救援活動）
※TPP : Triangular Partnership Programme（三角パートナーシップ・プログラム）

● ブリュネ・タカモリ

● 豪州における実動訓練

【特殊作戦群による訓練】
● 米国における実動訓練

カーン・クエスト スーパー・ガルーダ・シールド サザン・ジャッカル－ タリスマン・セイバー MFO司令部要員派遣 UNMISS司令部要員派遣 軍楽隊育成 HA/DR（捜索救助・衛生）

共同訓練 国際任務要員派遣 能力構築支援等ハイレベル交流

共同訓練 国際任務要員派遣 能力構築支援等


